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宇
治
市
国
際
親
善
協
会
の
平
成

十
五
年
度
総
会
が
、
五
月
三
十
一

日
に
宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
第
二
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
議
事
の
主
な
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

＊

　

　

　

＊

　

　

　

＊

協
会
設
立
十
五
周
年
記
念
事
業

「
世
界
の
音
楽
フ
ェ
ス
タ
」
　
の
開

催
を
は
じ
め
と
し
た
、
平
成
十
四

年
度
の
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
報
告
は
、
監
査
結
果
報
告
と
審

議
の
後
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
五
年
度

の
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案

も
、
審
議
の
後
、
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
【
十
四
年
度
収

支
決
算
と
十
五
年
度
収
支
予
算
は

三
ペ
ー
ジ
に
、
事
業
計
画
の
概
要

は
四
ペ
ー
ジ
に
掲
載
】

次
に
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、
平
成
十
五
・
十

六
年
度
の
理
事
三
十
人
と
監
事
二

人
が
承
認
さ
れ
、
そ
の
後
の
理
事

会
で
、
理
事
の
中
か
ら
、
会
長
と

副
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

【
理
事
】

関
　
誠
一
（
商
工
会
議
所
）

川
北
浩
太
郎
（
青
年
会
議
所
）

＊

【
会
長
】

上
林
春
松

【
副
会
長
】

中
川
意
次

城
島
健
治

長
束
元
和

菱
田
俊
子

＊
　
　
　
　
　
　
＊

（
個
人
）

（
個
人
）

（
個
人
）

（
個
人
）

（
日
中
友
好
協
会
）

伊
藤
義
明

犬
塚
俊
史

北
村
健
夫

曽
谷
和
子

加
藤
吉
辰

坂
田
耕
作

船
川
　
渡

松
本
初
枝

大
川
　
優

宮
城
　
勇

吉
田
利
一

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

（
宇
治
ロ
ー
タ
リ
ー
）

（
宇
治
ラ
イ
オ
ン
ズ
）

（
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
）

（
体
育
協
会
）

（
体
振
連
合
会
）

（
消
防
団
）

（
女
性
達
協
議
会
）

（
観
光
協
会
）

（
や
ま
し
ろ
農
協
）

（
茶
生
産
組
合
）

交
流
の
輪
を
広
げ
よ
う

昨
年
、
当
協
会
は
創
立
十
五
周

年
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
円
熟
期
に

入
っ
た
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。

近
年
は
、
友
好
都
市
交
流
は
も

と
よ
り
、
留
学
生
探
訪
ツ
ア
ー
等

の
新
事
業
や
語
学
講
座
等
、
市
民

参
加
に
よ
る
企
画
を
積
極
的
に
進

会
　
長
　
上
　
林
　
春
　
松

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
会
員
や
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
今

後
も
、
市
民
参
加
に
よ
る
国
際
交

流
の
進
展
を
図
る
所
存
で
す
の
で
、

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

通
円
亮
太
郎
（
茶
商
工
業
協
組
）

古
川
宏
司
（
文
化
少
年
団
）

森
　
宗
樹
（
茶
道
連
盟
）

西
澤
悦
子
（
朋
友
館
運
営
委
）

小
永
井
宏
子
（
国
際
交
流
ク
ラ
ブ
）

森
本
　
均
（
建
設
業
協
会
）

阪
本
　
要
（
造
園
協
会
）

今
村
周
子
（
ス
リ
ラ
ン
カ
友
の
会
）

山
本
哲
治
（
日
ラ
オ
友
好
協
会
）

塚
本
　
樹
（
個
人
）

今
川
　
博
（
個
人
）

伊
勢
村
紀
久
子
（
個
人
）

【
監
事
】

平
間
永
記
（
京
銀
宇
治
支
店
）

向
井
祥
夫
（
個
人
）

【
事
務
局
長
】

福
田
富
美
男
（
市
秘
書
課
長
）

威陽市との15年度交流事業を中止

宇
治
市
で
は
、

こ
の
た
び
、
平

成
十
五
年
度
の

成
陽
市
へ
の
公

式
訪
問
団
の
派

遣
並
び
に
威
陽

市
か
ら
の
公
式

訪
問
団
の
来
訪

受
入
を
中
止
す

る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
重

症
急
性
呼
吸
器

症
候
群
（
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
）
　
に
関
す

る
国
際
情
勢
や
、

我
が
国
外
務
省

か
ら
出
さ
れ
て

い
る
海
外
渡
航

情
報
並
び
に
日

本
国
内
情
勢
を
考
慮
し
て
、
同
じ

く
成
陽
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
成

田
市
と
も
調
整
し
て
決
定
さ
れ
た

も
の
で
す
。
威
陽
市
も
こ
れ
を
了

承
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
当
協
会
の
十
五

年
度
事
業
と
し
て
、
宇
治
市
か
ら

の
補
助
金
に
基
づ
い
て
実
施
を
計

画
し
た
、
成
陽
市
へ
の
市
民
訪
問

団
の
派
遣
並
び
に
、
成
陽
市
か
ら

の
公
式
訪
問
団
の
来
訪
歓
迎
事
業

は
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
来
年
度
の
対
応
に
つ
い

て
は
未
定
で
す
。



（2）

ｌ
「
惹
竪
ｌ
体
当
た
り
の
国
際
交
流
体
験
を
語
る

、
五
月
三
十
一
日

私
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
七
月
か

ら
二
年
間
、
貴
州
大
学
で
日
本
語

教
師
の
仕
事
を
し
ま
し
た
。

貴
州
省
は
、
上
海
か
ら
飛
行
機

で
西
南
に
二
時
間
半
は
ど
の
所
に

あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
少
数
民
族

が
多
く
、
カ
ル
ス
ト
台
地
の
た
め

農
業
が
発
達
せ
ず
、
皆
さ
ん
の
生

活
は
非
常
に
貧
し
い
で
す
。

私
は
外
国
人
用
の
宿
舎
に
住
ん

で
い
た
の
で
す
が
、
お
湯
が
出
る

の
は
一
日
二
時
間
、
停
電
と
断
水

は
日
常
茶
飯
事
で
す
。
暖
房
は
ま
っ

た
く
な
く
、
、
大
学
の
授
業
で
は
、

私
も
学
生
も
、
マ
フ
ラ
ー
を
着
込

ん
で
、
手
袋
を
は
め
て
い
る
状
態

で
し
た
。
「
戦
争
」
　
で
強
ま
っ
た

学
生
と
の
絆

最
初
は
、
こ
こ
に
受
け
入
れ
ら

れ
な
け
れ
ば
、
私
の
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
一
生
懸
命
で
し
た
。

学
生
た
ち
も
、
私
か
ら
日
本
を

感
じ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
、
彼

ら
と
交
換
日
記
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
結
構
好
評
で
、
学
生
た
ち

も
悩
み
を
打
ち
明
け
て
く
れ
、
私

自
身
に
も
す
ご
く
役
立
ち
ま
し
た
。

そ
う
や
っ
て
交
流
が
続
い
た
ん

で
す
が
、
私
と
学
生
た
ち
の
問
に

は
、
ど
う
し
て
も
触
れ
ら
れ
な
い

話
題
が
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
は
戦
争
問
題
で
す
。
赴
任

当
時
、
日
本
語
科
の
主
任
か
ら
、

そ
の
話
題
は
ど
う
し
て
も
平
行
線

に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
黙
っ

て
い
る
の
が
一
番
だ
と
言
わ
れ
て

い
た
の
で
す
。
そ
れ
が
、
あ
る
事

件
を
契
機
に
、
彼
ら
と
話
し
合
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

ち
ょ
う
ど
、
新
し
い
歴
史
教
科

書
が
採
用
さ
れ
た
と
か
、
靖
国
神

社
の
問
題
と
か
が
起
こ
っ
て
、
中

国
で
も
連
日
そ
の
問
題
が
報
道
さ

れ
、
反
日
感
情
が
高
ま
っ
て
い
た

時
で
し
た
。

あ
る
日
、
学
部
の
掲
示
板
の
端

に
大
き
く
「
打
倒
日
本
鬼
子
」
と
、

戦
争
時
代
の
日
本
を
罵
倒
す
る
言

葉
が
書
か
れ
て
い
た
ん
で
す
。
こ

れ
は
、
私
が
見
る
こ
と
を
考
え
て

の
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
時
私
は
、
そ
ん
な
に
シ
ョ
ッ

ク
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
既

に
そ
う
い
う
社
会
だ
と
い
う
の
が

分
か
っ
て
来
て
い
ま
し
た
し
、
そ

貴
州
大
学
で
の
日
本
語
の
授
業
風
景

う
い
う
人
た
ち
の
話
を
聞
い
て

「
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
な
い
」

と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。た
だ
、
や
は
り
こ
の
こ
と
は
学

生
と
は
話
し
て
み
た
い
な
と
い
う

の
が
あ
っ
て
、
次
の
授
業
の
際
に

「
今
日
『
打
倒
日
本
鬼
子
』
　
と
書

い
て
あ
る
の
を
見
た
ん
で
す
。
そ

れ
を
書
く
人
の
気
持
ち
は
、
頭
で

は
理
解
で
き
ま
す
が
、
心
で
は
ち
ょ
っ

と
辛
い
で
す
ね
。
そ
れ
で
も
、
書

い
た
人
の
気
持
ち
ｌ
を
私
は
わ
か
っ

て
い
き
た
い
し
、
お
互
い
に
わ
か

ら
な
い
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
や
は

り
努
め
合
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

＊

　

　

　

＊

　

　

　

＊

す
る
と
、
授
業
が
終
わ
っ
た
瞬

間
、
男
子
学
生
た
ち
は
皆
で
そ
れ

を
切
り
取
り
に
走
り
、
女
子
学
生

た
ち
は
、
私
に
「
先
生
、
本
当
に

大
丈
夫
？
」
と
か
「
先
生
は
理
解

で
き
る
と
言
っ
た
け
れ
ど
、
私
だ
っ

た
ら
、
そ
ん
な
の
で
き
な
い
か
も

知
れ
な
い
」
と
か
言
っ
て
く
れ
て
、

そ
の
時
に
私
は
、
彼
ら
も
、
な
ん

で
お
ま
え
は
そ
ん
な
国
の
言
葉
を

勉
強
す
る
ん
だ
と
か
言
わ
れ
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
私
た
ち
は
、
日
本

と
中
国
の
狭
間
で
一
緒
に
揺
れ
て

い
る
存
在
と
し
て
、
仲
間
な
ん
だ

な
と
い
う
の
を
す
ご
く
感
じ
ま
し

た
。

こ
の
こ
と
で
、
確
か
に
互
い
に

理
解
し
合
え
な
い
こ
と
は
あ
る
が
、

理
解
し
合
え
な
い
こ
と
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と
い
う

感
じ
で
、
私
た
ち
の
関
係
は
強
ま

り
ま
し
た

異
文
化
理
解
は
苦
じ
い

同
僚
の
先
生
た
ち
と
の
交
流
も
、

私
の
活
動
の
一
っ
の
柱
で
し
た
。

そ
の
中
で
は
、
互
い
に
同
僚
と

し
て
信
頼
関
係
が
出
来
て
い
る
と

恩
っ
て
い
た
先
生
た
ち
と
の
関
係

に
つ
い
て
、
主
任
か
ら
「
仕
事
関

係
・
同
僚
関
係
と
い
う
の
は
、
信

頼
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
コ
ネ
と
パ
ワ
ー
で
結
ば
れ

て
い
る
。
ど
ん
ど
ん
パ
ワ
ー
を
見

せ
て
お
け
ば
、
み
ん
な
は
つ
い
て
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来
る
」
と
言
わ
れ
、
私
と
違
う
価

値
観
、
や
り
方
で
社
会
が
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

何
か
苦
し
い
ん
で
す
よ
ね
。
自

分
の
持
っ
て
い
る
価
値
感
を
曲
げ

て
、
む
こ
う
に
合
わ
せ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
。
し
か
し
、

そ
こ
で
自
分
が
実
際
に
や
っ
て
い

く
の
な
ら
、
そ
れ
は
や
は
り
認
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
と
、
こ
こ
ら
が
『
異
文
化
理
解
』

と
い
う
こ
と
な
の
か
な
。
相
手
の

価
値
感
を
知
っ
て
、
そ
れ
を
理
解

す
る
こ
と
が
『
異
文
化
理
解
』
な

ら
、
そ
れ
は
こ
ん
な
に
苦
し
い
こ

と
な
の
だ
な
、
と
言
う
の
が
私
の

感
想
で
し
た
。

＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

会
場
一
杯
の
聴
衆
に

素
晴
ら
し
い
体
験
を
語
る
西
野
さ
ん

ま
た
、
現
地
の
人
も
、
私
が
入
っ

た
こ
と
で
互
い
に
変
わ
り
あ
っ
て

い
か
な
い
と
、
日
本
か
ら
行
っ
た

意
味
も
な
い
し
、
受
け
入
れ
た
意

味
が
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
考

え
た
ら
、
結
局
す
ご
く
単
純
な
こ

と
で
す
け
れ
ど
、
何
か
を
一
緒
に

や
り
遂
げ
る
こ
と
が
一
番
大
事
な

こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
が
国

際
協
力
で
は
な
い
か
な
と
い
う
の

を
、
理
念
で
も
理
想
で
も
な
く
、

自
分
の
経
験
か
ら
感
じ
ま
し
た
。

相
手
を
見
下
さ
ず
、
変
に
気
を

使
わ
な
い
で
、
自
分
自
身
で
相
手

に
対
し
て
本
気
で
ぶ
つ
か
っ
て
い

く
。
そ
れ
は
す
ご
く
不
器
用
な
や

り
方
で
も
あ
る
し
、
が
む
し
ゃ
ら

だ
し
、
周
り
に
迷
惑
を
振
り
ま
い

て
し
ま
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

本
気
で
行
け
ば
、
相
手
の
人
も
必

ず
何
か
を
感
じ
て
く
れ
る
。
そ
し

て
、
そ
こ
か
ら
何
か
生
ま
れ
て
く
る

も
の
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

☆
　
　
　
☆

参
考
　
国
際
協
力
事
業
団
は
、

政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
　
の
実

施
機
関
と
し
て
、
発
展
途
上
国
の

人
・
国
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
か
ら
派
遣
さ
れ
る
青
年

海
外
協
力
隊
（
一
一
十
～
一
二
十
九
歳
）

や
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
四
十
～
六
十
九
歳
）
　
は
、
両
国

の
友
好
の
掛
け
橋
と
し
て
、
草
の

根
レ
ベ
ル
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

平成15年度　収支予算

項　　 目 本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 増　　 減 説　　　　　 明

1 ． 会　 費 8 8 5 ，0 0 0 84 5，0 0 0 4 0 ，0 0 0 1 ． 個 人会 員 ＠ 2 ，0 0 0 × 2 3 0　 4 6 0 ，0 0 0

2 ． 団 体会 員 ＠ 5 ．0 0 0 × 3 5　 1 7 5 ，0 0 0

3 ． 法 人会 員 ＠ 1 0 ，0 0 0 × 2 5　 2 5 0，0 0 0

2 ． 補 助 金 3 ．0 1 0 ，0 0 0 3 ，2 0 0，0 0 0 － 1 9 0 ．0 0 0 1 ． 協 会事 業補 助　　　　 1，0 00，00 0

2　 訪 問団 派遣 事業 補助　　 2 ，0 0 0，0 00

3　 生涯 学 習 セ ンタ ー補助　 1 0，0 00

3 ． 繰 入 金 0 50 1，6 42 0

4 ． 負 担 金 4 0 0 ，0 0 0 40 0 ，0 00 0 1 ． 語学 講 座参 加者 負担 金　 4 00 ，0 00

＠ 10 ．0 0 0 × 4 0 名

5 ． 雑　 入 5 2 4 1，0 00 － 4 7 6 1 ． 預 金 利 息 等

6 ． 繰 越 金 8 1 3 ，4 7 6 80 8 ，4 93 4 ，9 8 3 1 ． 前 年 度 繰 越 金

合　　 計 5 ．1 0 9 ．0 0 0 5 ，75 6 ，1 35 － 6 4 7 ，1 3 5

項　 目 本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 増　　 減 説　　　　　 明

1 ． 会 議 費 7 0 ，0 0 0 5 0 ，0 0 0 2 0 ，0 00 1 ， 総 会 案 内 費　　　　　 5 0 ，0 0 0

2 ． 会 場 使 用 料　　　　　 2 0 ，0 0 0

2 ． 報 償 費 3 0 ，0 0 0 10 0 ．0 0 0 7 0 ，0 00 1 ． 謝 礼 等 3 0 ，0 0 0

3 ． 事 務 費 2 5 0 ，0 0 0 2 5 0 ，0 0 0 0 1 ． 消 耗 品 費　　　　　　 7 0 ，0 0 0

2 ． 通 信 運 搬 費　　　　 15 0 ，0 0 0

3 ． 印 刷 製 本 費　　　　　 3 0 ，0 0 0

4 ． 事 業 費 4 ，2 5 0，0 0 0 5 ，15 1 ，6 4 2 9 0 1，64 2 1　 会 報 発 行 （年 4 回 ）　 3 0 0 ，0 0 0

2 ． 語 学 講 座　　　　　　 5 0 0 ，0 0 0

3 ． 日 本 語 基 礎 講 座　　　 5 0 0 ，0 0 0

4 ． ボ ラ ンテ ィ ア養 成 講 座　 5 0 ，0 0 0

5 ． 提 携 事 業　　　　　　 3 0 0 ．0 0 0

6 ． 友 好 都 市 交 流　　　 2 ，0 0 0 ，0 0 0

7 ． 留 学 生 探 訪 ツ ア ー　　 3 0 0 ．0 0 0

8 ． 来 訪 者 歓 迎　　　　　 2 0 0 ，0 0 0

9 ． ホ ー ム ペ ー ノ 管 理　　 5 0 ，0 0 0

1 0 ． 国 際 交 流 講 演 会　　　 5 0 ，0 0 0

5 ． 積 立 金 3 0 0 00 0 0 30 0 0 0 0 1 ． 設立 20周年 記念事業 積立金　 3 0 0 ．0 0 0

6 ． 予 備 費 20 9 ，0 0 0 2 04 ，4 9 3 4 ．5 0 7

合　　 旨十 5 ，10 9 ，0 0 0 5，7 5 6，1 3 5 －6 4 7 ．1 3 5

平成14年度　収支決算

項　　 目 当 初 予 算 額 収 入 済 額 差 引 増 減 説　　　　　 明

1 ． 会　 費 8 4 5 ，0 0 0 82 4 ，00 0 － 2 1 ，0 0 0 1 ． 個 人 会 員 2 12 口　　　 4 2 4 ．0 0 0

2 ． 回 体 会 員　 3 2 口　　 16 0 ．0 0 0

3 ． 法 人 会 員　 2 4 口　　　 2 4 0 ，0 0 0

2 ． 補 助 金 3 ，2 0 1 ．6 4 2 2 ，8 5 7 ，5 13 3 44 ，1 2 9 1 ． 協 会 事 業 補 助　　 1 ，0 0 0 ，0 0 0

2 ． 訪 問 団派 遣事 業補 助　 1 ，6 4 6 ，9 13

3 ． 京都 府国 際 セ ンタ ー補 助　 2 0 0 ，0 0 0

4 ． 生 涯 学 習 セ ン タ ー補 助　 1 0 ，6 0 0

3 ． 繰 入 金 5 0 1 ，6 4 2 5 0 1 ，6 4 2 0 1 ． 協 会 設立 記念 事業 積立 金　 5 0 1 ，6 4 2

4 ． 負 担 金 4 0 0 ，0 0 0 3 0 8 ，0 0 0 － 92 ．0 0 0 1 ． 語 学 講 座 参 加 者 負 担 金　 3 0 8 ．0 0 0

英 苫吾2 2名　 ス ペ イ ン 語 15 名

5 ． 雑　 入 1 ，0 0 0 5 ，4 5 2 4 ，4 52 1 ． 預 金 利 息 等

6 ． 繰 越 金 8 0 8 ，4 9 3 8 0 8 ，4 9 3 0 1 ． 前 年 度 繰 越 金

合　　 計 5 ，7 5 6 ，1 3 5 5 ，3 0 5 ，1 0 0 －4 51 ，03 5

項　 目 当 初 予 算 額 支 出 済 額 差 引 増 減 説　　　　　 明

1 ． 会 議 費 5 0 ．0 0 0 5 7 ，9 4 3 7 ，94 3 1 ． 総 会 案 内 送 付　　　　 5 2 ，0 0 0

2 ． 食 糧 費　　　　　　　　 5 ，9 4 3

2 ． 報 償 費 1 0 0，0 00 0 10 0 ，00 0 1 ． 謝 礼 等　　　　　　　　　 0

3 ． 事 務 費 2 50 ，0 00 2 3 2 β4 6 － 17 ，05 4 1 ． 消 耗 品 費　　　　　　 7 7 ，9 5 1

2 ． 通 信 運 搬 費　　　　 1 5 3 ，0 0 0

3 ． 印 刷 製 本 費　　　　　　　 0

4 ． 手 数 料　　　　　　　 1 ，9 9 5

4 ． 事 業 費 5 ，1 5 1，6 42 4 ，2 0 0 ，7 3 5 － 9 5 0 ，9 0 7 1 ． 会 報 発 行 （年 4 回 ）　 2 6 7 ，4 00

2 ． 語 学 講 座　　　　　　 3 6 1 ，1 63

3 ． 日 本 語 基 礎 講 座　　 5 00 ，0 00

4　 ボ ラ ン テ ィア 養 成 講 座　 5 ，2 92

5　 提 携 事 業　　　　　　 2 00 ，0 00

6 ． 友 好 都 市 交 流 事 業 1，6 46 ，9 13

7 ． 留 学 生 探 訪 ツ ア ー　　 2 25 ，9 53

8 ． 来 訪 者 歓 迎　　　　　 50 ，0 00

9 ． ホ ー ム ペ ー シ 菅 一理 費　 4 2 ，3 15

1 0． 国 際 交 流 講 演 会　　　 3 1，9 20

1 1． 協 会設 立 1 5周 年 記念 事 業 5 12 ，77 9

12 ． 国 際交 流 用 記 念 品 制作 費 3 57 ，0 0 0

5 ． 予 備 費 20 4 ，4 9 3 0 2 0 4 ．4 9 3

合　　 計 5 ，75 6 ，1 35 4 ．4 9 1 ，6 24 1 ，2 6 4 ，5 1 1

ホ収入済額5，3吼100円から支出済額4，491，624円を差し引いた残額813，476円は、翌年度に繰り越します。



（4）ＵＩ ＦＡニュース

十
五
年
茸
協
会
事
業
の
お
知
ち

【
協
会
ニ
ュ
ー
ス
】

年
四
回
、
各
五
〇
〇
郡
を
発
グ
ぺ

会
員
の
皆
さ
ん
や
関
係
団
体
に
お

配
り
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
六
・

九
・
十
二
・
来
年
三
月
に
発
行
の

予
定
。国
際
交
流
や
国
際
理
解
な
ど
に

関
す
る
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
体
験

談
や
事
業
の
お
知
ら
せ
な
ど
も
掲

載
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
投
稿

く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
・
原
稿

提
出
は
、
協
会
事
務
局
ま
で
。

【
語
学
講
座
】

昨
年
度
は
、
英
語
と
ス
ペ
イ
ン

語
の
入
門
編
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
会
員
以
外
の
皆
さ

ん
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
楽
し

く
外
国
語
を
学
ぶ
契
機
と
し
て
い

た
だ
け
る
内
容
を
検
討
中
で
す
。

十
月
ご
ろ
の
開
始
、
内
容
は
九
月

号
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
】

市
民
レ
ベ
ル
で
の
国
際
交
流
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
皆
さ
ん
を

養
成
す
る
も
の
。
気
軽
に
国
際
交

流
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
昨
年
度
か
ら
、
留
学
生
探

訪
ツ
ア
ー
の
一
泊
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
く
皆

さ
ん
を
対
象
に
実
施
。

会
員
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
く
予
定
で
、
内
容
は
九

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
訪
問
を
計
画
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の

推
移
を
見
る
た
め
、
延
期
さ
れ
ま

し
た
。
【
友
好
都
市
か
ら
の
訪
問
団
来
訪

歓
迎
】

◎
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
公
式
訪
問
団
…

十
五
年
十
一
月
十
二
日
（
水
）

～
十
六
日
（
日
）
来
訪
予
定
。

◎
成
陽
市
公
式
訪
問
団
…
派
遣
と

同
じ
理
由
で
来
訪
中
止
。

【
友
好
都
市
へ
の
訪
問
団
派
遣
】

宇
治
市
が
、
本
年
度
の
威
陽
市

と
の
友
好
交
流
を
中
止
し
ま
し
た

の
で
、
協
会
に
よ
る
市
民
訪
問
団

派
遣
事
業
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

（
一
面
に
関
連
記
事
）

会
員
に
よ
る
訪
問
団
で
は
、
六

月
に
宇
治
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
、

【
中
国
帰
国
者
日
本
語
基
礎
講
座
】

中
国
帰
国
者
を
対
象
に
開
催
。

語
学
力
の
向
上
と
友
好
を
深
め
る

た
め
、
宇
治
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・

朋
友
館
と
の
共
催
で
実
施
し
ま
す
。

【
日
本
語
講
座
】

市
内
在
住
の
外
国
人
を
対
象
に
、

宇
治
国
際
交
流
ク
ラ
ブ
と
の
共
催

で
実
施
し
ま
す
。

【
留
学
生
市
内
探
訪
ツ
ア
ー
】

市
内
の
外
国
人
留
学
生
に
宇
治

市
を
紹
介
し
、
宇
治
市
へ
の
理
解

を
深
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
相

互
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
実

施
。
宇
治
市
民
の
自
宅
で
一
泊
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
体
験
し
て
も
ら

い
ま
す
。

秋
の
宇
治
十
帖
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

が
行
わ
れ
る
時
期
に
合
わ
せ
て
実

施
の
予
定
で
す
。

【
国
際
交
流
事
業
支
援
】

会
員
の
皆
さ
ん
が
実
施
す
る
国

際
理
解
事
業
を
支
援
す
る
た
め
、

協
会
か
ら
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
額
は
、
最
高
三
万
円
。
詳

し
く
は
、
別
掲
記
事
を
お
読
み
く

だ
さ
い
。

嘲扮竜的⑩

◎　要　件
①　会員が、会員または市民を対象に、
国際理解を高めるため、国内で行う
事業。
②　事業は、広く会員または市民が参
加できる公共施設などで実施するこ
と。

③　事業経費には、主催する会員の負
担があること。
④　営利目的行為、金品の寄付や援助
などの強要、特定の政治活動や団体
活動に利する行為をしないこと。

◎　補助金額
①　事業費総額から収入総額を差し引
いた額の2分の1以内の額で、1事
業3万円が限度。
②　補助は、1会員年間1回。
◎　申　請

①　必ず、事業実施前に、関係書類を
添えて、補助金交付申請書を協会に
提出。
②　事業実施後に、関係書類を添えて、
事業終了報告書を協会に提出。
③　補助金は、事業終了報告書が提出
されて補助対象事業費が確定してか
ら交付。

◎　問い合わせ
協会事務局（宇治市企画管理部秘書
課内　内線2057）へ

世
界
は
新
型

肺
炎
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

（
重
症
急
性
呼

吸
器
症
候
群
）

で
揺
れ
て
い
ま

す
。
最
近
は
下

降
気
味
と
の
こ

と
で
す
が
、
影

響
は
少
な
か
ら

ず
あ
り
ま
す
。

特
に
、
宇
治
市
の
友
好
都
市
を

有
す
る
中
国
、
カ
ナ
ダ
に
は
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
　
（
世
界
保
健
機
関
）
か
ら
今

も
「
重
度
」
　
の
感
染
地
域
に
指
定

さ
れ
て
い
る
都
市
が
あ
り
ま
す

（
六
月
二
十
一
日
現
在
）
。

こ
の
病
気
の
特
徴
は
、
航
空
機

内
や
空
港
内
で
も
感
染
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
で
す
。

渡
航
自
粛
勧
告
を
受
け
、
宇
治

市
や
関
係
団
体
の
交
流
団
は
、
中

止
も
し
く
は
延
期
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
留
学
生
を
お
持
ち
の

ご
家
庭
も
心
配
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

六
月
二
十
一
日
付
け
朝
日
新
聞

の
夕
刊
に
は
「
上
海
市
で
は
、
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
が
下
火
と
な
っ
て
も
影
響

は
顕
在
化
す
る
と
危
惧
し
て
い
る
」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
際
親
善
の
面
か
ら
も
、
一
目

も
早
い
根
絶
を
願
わ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
（
長
束
）
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